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 働く意義と職場の果たす役割を学ぶ ２年生職場体験学習 

世代を超えて地域の持続に向けて意見交流   １年生ふれあい交流会 

ポイ捨ての果てには海洋汚染・環境破壊    １年生河川ごみ調査協力 

市内河川ごみ現状の説明 上広瀬橋付近河原のごみ回収 ３０キロのごみ １１種類に分別 

新見南中学校 学校だより 令和 4年１１月３０日 
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１０月２５日（火）、１年生は地域の各公民館を会場に、地域の方との第２回ふれあい交流会を行いまし
た。７月に行った１回目の交流会で地域の課題を聞き取った結果、すべての地域で「人口減少と少子高齢
化」に伴う問題が挙げられました。以降、１年生は６つの班でそれぞれ、新見市の現状と課題解決への取り
組み、他市や外国の事例などについて調べ、自分たちにできることは何かについて考え、１０月８日の煌南
祭で発表しました。今回の交流会では、この発表内容を紹介し、参加者の皆さんと意見を交流しました。地

域の方から、地域や新見市内の行事縮小の変遷や寂れる街並みの様子が伝えられ、この現状からどうや
って地域を明るく元気にしていくかについて、話題が膨らみました。生徒の発表にあった他市や海外の取り
組みを参考にした方策案も挙げられました。生徒からは、廃止された地元のイベント復活を願う声や、地域
の行事への参加や魅力発信への協力など、自分たちにできることはやりたいという発言がいくつも上がり
ました。今回の交流会を通して、地域の未来をつくる当事者としての意識も芽生えたことと思います。 
各地域の皆様、ご協力ありがとうございました。生徒の発表に関心をお寄せいただき、地域持続への思
いを生徒に託し、熱心に語ってくださいましたことに心より感謝をいたします。 

 

１１月１７日（木）、新見市環境衛生協議会と新見市が実施する高梁川源流の川ごみ調査に１年生が協
力参加しました。この活動に先立ち、１１月２日に生徒会の環境委員が同協議会の方々と協力して上広瀬
橋下に川ごみを集める仕掛け（幅２０メートル、水面下１メートル）を設置していました。今回は、この仕掛け

に溜まったごみの回収と河原や川岸のごみを拾い集めて分別する作業に取り組みました。参加した１年生
全員で上広瀬橋下の河原でおよそ４０分かけてごみを拾うとおよそ３０キログラムのゴミが集まりました。中
には、漁用と思われる網や長さ４メートル近い鉄筋などもあり、見つけた生徒は「なんでこんなところに？」
と驚きながら川岸から引き上げていました。防災公園多目的広場に運び、協議会の方々と一緒に分別作
業をすると、木材、繊維・皮革、紙、ゴム、発泡スチロール、プラスチックペットボトル、ガラス、陶器、空き缶な
ど１１種類に分けられました。その多くは、海洋汚染と環境破壊を引き起こすと説明されたプラスチック類
で、黒く汚れたペットボトルや食品のパッケージが並ぶ様子に、何気ない“ポイ捨て”がもたらす影響の大
きさを感じたようです。 
作業後は、協議会の方から、絹掛けの滝近くの高梁川沿いや市内のダム湖のごみの現状が写真ととも
に紹介され、環境改善に向けた一人一人の意識と行動の大切さについて再認識しました。 
活動を終え、代表生徒が地元新聞のインタビューに「思ったよりたくさんのゴミが集まった。日ごろからポ

イ捨てをしないよう家庭、学校、地域全体で環境を守る行動を意識したい」と答えました。活動を通して、環
境問題の現状について実感し、自分事としてとらえる機会になりました。関係者の皆様ありがとうございま
した。 

 

１０月２７日（木）・２８日（金）、２年生が職場体験学習を行いました。新見市ふるさとキャリア教育の一環
として、働くことの意義や各職場が地域で果たす役割などを学ぶことを目的に、市内２０事業所でそれぞれ
１～３人の生徒が職業を体験しました。普段は学校で過ごす時間に各職場で体験した業務。それぞれの仕
事、それぞれの職場の人々によって日常生活が支えられていることに改めて気づいた２日間になりました。 
貴重な体験を提供し多くのことを学ばせてくださった各事業所の皆様、ありがとうございました。 

  生徒が学んだことを、体験後にまとめたワークシートの記述から一部紹介します。 
＜コミュニケーションについて＞ 
〇笑顔で話すと相手も笑顔で話してくれるので笑顔は大切だと思いました。挨拶について、保育士さんは
お世話で大変だけれどそれがわからないぐらい元気な挨拶をしていて大切だと思う。（保育所） 
〇主に敬語を使って相手に不快に思われないようにしていた。（市役所・公民館） 

〇あいさつや返事が大事なことが分かった。（消防署） 
〇笑顔であいさつするとお客様も笑顔で返してくれたのであいさつや笑顔の大切さを学んだ。（小売店） 
＜働くことの意義＞ 
〇従業員の方々が働いてくださるおかげで僕たちは今のような生活ができていることを改めて実感した。
（小売店） 
〇新見の産業を盛り上げたくて新見で働いている方もおられた。（養魚場） 
〇やりがいは、建築が終わった後の達成感とこれで人が守れるという満足感。（建設会社） 
〇お金のためだけでなく、周りと支え合いながらたくさんのことをこなしていくことが働くことの意義だと思
う。 
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 １１月の南中論語より （意味等は次号で） 

レクリエーションで和みの交流 煌南祭での発表内容を紹介 地域の持続化について座談会 

 



地域の防災を自ら支える消防団活動を学ぶ    ２年生新見市消防団出前授業 

  
    

１１月１１日（金）、全校生徒と保護者の方を対象に、ＰＴＡ総務部主催の教育講演会を開催しました。今回
の演題は「ことばで命を守る」。ＮＨＫ岡山放送局アナウンサーの塩田慎二氏を講師に迎え、多発する豪雨災
害等に際し、命を守るための避難行動を促すことばの大切さについて、災害報道にも携わるアナウンサーの視
点からお話しいただきました。 
冒頭、塩田氏から、平成３０年の西日本豪雨の際、市など行政からの避難の呼びかけに応じて避難した人
の割合はいくらぐらいでしょうかと問いかけられました。生徒の予想は３０％～１００％。しかし、実際は０．５％。も
しも、生徒の予想どおりなら、多くの命が助かったかもしれません。塩田氏はさらに、アンケート調査結果から、
避難行動を後押ししたのは多くが消防団や家族の呼びかけであったことを説明し、家族や身近な人のことば
が大切な命を救う事実を語られました。後半、災害級の豪雨が予測された場合の「命を守る呼びかけ」につ
いて参加者全員が考えました。紹介された“呼びかけのポイント”は「状況を伝える」「心を寄せる」「避難に関
心のない人の気持ちを向かわせることばを盛り込む」の３点。家族や知人など身近で大切な人に災害の危険

が迫る状況を思い描きながら「誰に、どんなことばで呼びかけるのか」をワークシートに記入しました。その後、
塩田氏が相手役となり、電話で避難を促す場面を想定した生徒とのロール 
プレイ（役割演技）が披露されました。“いやー、ここで大丈夫じゃけー” 
と避難を拒む祖父母役の塩田氏に、 
“いやいや、こっちの方が安全じゃけ、今なら間に合う、おいでえ”  
“おばあちゃんに夏とかにまた会いたいけえ、無事でいてほしんじゃ” 
と優しく真剣に心を込めて呼びかけました。大切な人の命を守ることばの 
臨場感あるやり取りに会場から大きな拍手が送られました。 
塩田氏は最後に「使い方によっては人を傷つけることもあることば。 
しかし、ことばは人の行動を促すことができるとても大切なもの。 
メール、ラインどんな手段ででもメッセージを伝えて、命を守ってあげてほしい」 

と、ことばで伝えるプロフェッショナルとして、ことばの力と中学生の行動力に 
希望を込めて講演を結ばれました。 
講師の塩田慎二様、講演会を主催された PTA総務部の皆様、 
有意義な講演会をありがとうございました。 

 

11 月 15日(火）、新見市消防団の皆さんによる出前授業に２年生が参加しました。 
まず、新見公立大学の学生機能別団員によるラッパ隊の演奏の後、消防団の役割や新見市の現状につい
ての説明を聞きました。 

その後、新見市消防団南部分団の皆さんによる消防操法の実演を見学しました。生徒たちも消防団の皆さ
んに手伝っていただき、ホースの延長体験、消火器による消火体験、放水体験をさせていただきました。火の手
が上がると離れていても熱いことや消火ホースが重たく水圧が高いことなど、想像していたのと実際に体験す
るのとでは違っていたことも多く、驚いたり苦戦したりする様子が見られました。 
地域の安全を自ら守ろうと懸命に活動しておられる消防団の皆さんの姿を通して、あらためて防火・防災に
対する意識を高めることができたことと思います。自分も将来、地域防災の担い手になろうという思いをもつ生
徒が一人でも多くなることも期待しています。                      【新見南中学校ホームページより】 

  

 

チームみんなで苦しみを乗り越えつかんだ歓喜の結果  新見市中学校駅伝競走大会 
１１月１９日（土）、青空が広がる好天の下、憩いとふれあいの公園（正田）を会場に、第７０回新見市中
学校駅伝競走大会が開催されました。生徒数の減少により参加チーム数も縮小している大会ですが、７０回
という節目の開催、出場男子９チーム、女子６チームが特別な意気込で大会に臨みました。 
新見南中学校からは男子２チーム、女子１チームが出場。１０月からの短期間ではありましたが、目標のク
リアに向けて集中し、仲間と励まし合いながら全力を振り絞って練習を重ねてきた駅伝メンバー。他校チーム
と熾烈な競り合いを繰り広げ、懸命にタスキをつなぐ選手を、メンバー全員が渾身の応援で後押しました。こ
れまで苦しい練習を共に耐えた仲間とゴールを目指して一つになった駅伝大会。女子準優勝、男子 A チー
ム優勝、全員１年生で挑んだ男子 B チーム６位と見事な活躍・健闘を果たしました。目標を実現するための
方法を考え、実現に向けてやり続け、やりきること、支え合うことの意義を結果で示した駅伝チーム。感動を
ありがとうございました。 
 【成績】 

  ＜チーム＞  女子：準優勝      男子 Aチーム：優勝     男子 Bチーム：６位 
＜区間賞＞ 
女子 ２区１位  新井 雪雅   ３区２位 川上 乃愛   ４区２位 神山 霞実   ５区１位 杉野 菜月  
男子 １区１位  藤野 柊冴   ２区２位 岡本 翔太   ３区２位 中山 太壱   ４区１位 池田 陽音 
     ６区１位  田中 大和  

 

災害時、いち早く避難してもらためのことばかけ  教育講演会「ことばで命を守る」 
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日付 行事内容 下校バス 日付 行事内容 下校バス 

１日（木） 期末考査 １３：３０ １６日（金） 保護者懇談 
２年生新見高校工業技

術科出前授業 

１３：００ 
 

２日（金） 期末考査 １６：００ 
１７：００ 

５日（月） ３年生総復習プリント 

３年生未来のパパマ

マ出前授業 

１７：００ ２１日（水） 防犯教室 
（ネット犯罪・トラブル防止） 

１６：００ 

１０日（土） 備北地区ダンス発
表会 

１１：３０ ２３日（金） 終業式 
職員会議 

１１：３０ 

１３日（火） 保護者懇談（１年のみ） １７：００ ２４日（土） 英語学習表現発表会  

１４日（水） 保護者懇談 １３：００ ２６日（月） ３年生補充学習 １１：３０ 

１５日（木） 保護者懇談 
 

１３：００ ２８日（水） 閉庁日 
～令和５年１月３日 

 

１２月の主な行事予定 

下校バスの時刻は主な行事がある場合のみ掲載しています。 

 

第７０回大会 優勝・準優勝・力走 感動をありがとう！ 


